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夢や目標をもち，共にみがき高め合う子どもの育成 【校訓】まことの子・ちからの子・のぞみの子

(体)心と体をきたえ合う子ども

豊かな心の面から | 健やかな体の菌から

0人間関係(他者意識) 0自己の発揮の仕方 10基礎体力 O生活習慣 O健康・安全
O多機な体験

二学期制の導入によって生み出されたゆとりを基に，

長期休業を有効に活用した単元配列の見直し

外国語活動との関連を考慮し体験的な理解を深め

るための朝の活動「ワールドタイムJの設定

自他と協調する態度を育成するために，道徳の時

間との関連を考慮した学習の目標と内容の設定

異なる文化をもっ人々との交流等を体験し，伝統

や文化に対する理解を深める学習内容の設定

日本や外国の言語や文化の共通点や相違点を知り，

多篠なものの見方や考え方があることに気付かせる

学習肉容の設定

コミ斗二ケーションへの積極性を高めるための

学習内容の設定

外国語活動を中心に各教科等や実生活との関連

を重視した学習内容の設定

発達の段階における配慮事項とコミュニケーシ

ョン能力を考慮し体験を通した言語活動の設定



I 研究の目的

l1 研究の背景

外一l

社会や経済のグローパル化に伴い，学校教育において外国語教育を充実させることが重要

な課題のーっとなっている。その背景を踏まえ新設された外国語活動では，第5・6学年を

対象に，コミュニケーション能力の素地を養い，中 ・高等学校での外国語教育へ円滑に接続

することが求められている。そこでは，外国語を通じて「言語や文化についての体験的な理

解J，I積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度の育成J，I外国語の音声や基本的

な表現への慣れ親しみJが重視されている。

本校では平成5年度から，全学年において毎週 1時間の外国語活動に取り組んでいる。わ

たしたちは，新学習指導要領の理念と学校教育目標の実現に向けて，本校の従来の授業プラ

ンと「英語ノート」を効果的に活用しながら，授業実践及び研究を進めてきた。その中で，

子どもたちの発達の段階と外国語経験年数を踏まえ，小学校におけるコミ ュニケーション能

力(主に方略的能力 ・社会言語的能力)を培う授業創造の基本的な考え方を明確にしてきた。

本校の子どもたちの実態として，以下のことが挙げられる。(0 :成果， ・課題)

O 外国語で話をしようとする意欲が高<.音声やリズム強弱等に身体も用いて慣れ親しんでいる。
O こうすれば外国の人と話ができるかもしれないと考え，表情やジェスチヤ一等を交えて自分の思いを伝えようとする。
O 外国の文化に対する興味・関心が高<.自ら行きたい固について積極的に調べる。・自分と相手の遣いには気付くものの 7 互いのよさを認め協調していこうとする態度をもっと高める必要がある。
この実態、を踏まえ，本校における外国語教育の一層の充実を図る必要があると考える。

12 研究の方向
昨年度の研究では，新学習指導要領の改訂内容

を踏まえて， 高学年を中心にコミュニケーション [表1 英語ノートとの脱却こより設定した新授業プラン一覧の例]

能力の素地を養う学習活動を設定した。また，本

校の研究を反映した授業プランと 「英語ノートJ

とを比較 ・分析し小学生の発達の段階に応じた

コミュニケーション場面，取り扱う語葉や表現を

表 1のよ うに明らかにすることができた。

そこで本年度は，全学年における子どもたちを

対象にして，コミュニケーションを図る道具とし

ての言語を運用する力を高めると共に，互いの文

化に対して体験的に理解し，各々尊重する態度を

領域

ゲーム

遊 び

』 つ 』

活動

『英語で一ゲ室ー豆ム宝を楽笠二し一もう』

O 自己紹介に必要な表現を使って
自CPRをする埠面
(例}誕生日や住所，電話番号
等を紹介する.

• What's your name? 

• Whe -Whern-『e-昌sdy己oo詩yu話or下uをbE lwd 
{英J) し~~よh今う 1れ1}- ー』ーー
『町(;::出かけよっ』

O 渇所を尋ね正三り案内をしだりす
る時仁必要な表現を使って道案内
を苦る忠商
(例)方向や建物の英語を知っ
て，道案内をする.
. 00 straight 
• Turn right.・Turn1eft 

-next 『t誼0-議拘-蚕be℃twJ正eヲenma-jnId問
(芙ノ)r~~LJ:'.i (2 

第 6学年
『まるごと アルファベット!J 
o yルファベッ トを使っていろい
ろなゲーム活動をする底面
(例)文字を書いたり ，読んだ
りしてアルファベッ トに慣
れ親しむ.
. Wbat's this? 

ーー-{SIEtJ'si~-t元.LA1長向ZL4等ツ手"GI反主(2)J
『外国に出かけよコ』

O パスポート作りやゲーム活動を
通して.英語を使って空港で会話
をする馬面
(例) 入国手続きに必要な表現
を学んで、発話する.
• How long are you going to 
stayヲ・ For10 days 

よ'(英うWノh(e}Zr〕TeJ 話ar通e二てyみq旦たEい9!園!'.s"?陸紹介し

育成することを重視していきたい。そのためには，各学年の発達の段階や外国語経験年数，

学習内容の系統性や各活動の特性を踏まえたカ リキュラムを具体化していく必要がある。

さらに，外国語教育の充実を図るために，外国語活動以外の活動においても，子どもたち

がより積極的にコミュニケーションを図り， 日本や外国の言語や文化についての理解を通し

て相手とより深く分かり合えることが重視される。そこで，各教科等や朝の活動等との関連

性も踏まえ，広い視野をもち調和のとれたカリキュラムを目指す必要があると考える。

これらのことから，本年度の研究主題と副題を次のように設定し，研究を進めてい

くことにした。

コミュニケーションを通して，自他と協調する喜びを味わう子どもの育成
~言語や文化の体験的な理解を重視した外国語活動力リキュラムの創造~
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目 標 第 1学年 第2・3・4学年 第 5学年 第6学年

言語や文化 外国の歌やゲ 外国語や外国の生活等 様々な外国語や世 世界には様々な英語

についての ーム活動に親し に関心をもとうとする。 界中の文化を知り， の表現方法があること

体験的な理 もうとする。 理解しようとする。 を知り，より深く理解し

解 ようとする。

コミュニケ ALTや友達 外国語を聞いたり，話 外国語を通じて自 外国語を通じて相手
一 、/ヨンへ と外国語を使っ したりして，活動に必要 分の意見を積極的に の意見を積極的に聞

の積極性 た活動を通して，楽 な会話表現に親しもうと 伝えようとする。 き，自分の意見を積極

しく遊ぼうとする。する。 的に伝えようとする。

外国語の音 ALTの発話 リズムや音調，語のアクセ 様々な外国語を積 世界の様々な文字に

声や基本的 をまねて元気よ ントや発音に親しみながら3 極的に発話しようと 興味をもち，積極的に

な表現への く発話しようと 適切な音量で話したり，尋ね する。 発話しようとする。
慣れ親しみ する。 たりしようとする。
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12 言語や文化の体験的な理解を重視した外国語活動力リキュラム創造の基本的な考え方 !
前述した子ども像に迫るためには， ALTや友達とゲーム活動等を通して，コミュニケーシ

ョンを図ったり，異なる言語や文化をもっ人々と交流したりして体験的に理解させることが大

切である。つまり，言語を用いてコミュニケーションを図ることで コミュニケーションの大

切さを考えさせたり，言葉の面白さや豊かさに気付かさせたり，さらには， 日本と外国との生

活，習慣，行事等の共通点や相違点を知り，多様なものの見方や考え方があることに気付かせ

たりすることが大切である。そうすることで，互いの国の言語や文化を理解し，よさを認め合

い，共存していこうとする態度が高まると考える。

そのために，各学年の発達の段階に応じて日本や外国の言語や文化を系統的に体験させる必

要がある。そこで， 言語や文化の体験的な理解を重視したカリキュラムを創造するために，以

下の四つの視点を設定した。

|視点 1 学習内容の系統性を重視した単元配列の見直し

本校では，図 2のように自分を中心に置き広がるよう

な「言語の使用場面」を構成し，学習内容を設定してい

る。子どもにとって，自分と身近な場面を扱うことは親

しみやすさを感じるとともに，相手との共通点や相違点

を見出しやすい。また 多様なものの見方や考え方があ

ることに気付きやすいと考える。そこで，図 2の言語の

使用場面を考慮、し，英語ノートや各教科等の内容，様々

な行事等の関連も図った単元配列を行う。また， 二学期制 【図 2 言語の使用場面】

の導入による利点(長期休業の活用，授業時数の増加等)も生かせるような単元配列を行う。

|視点2 体験的な理解を重視した言語活動の充実 | 
体験的な理解を重視した言語活動とは， 学習する言語の背景を絵や写真，実物等で味わった

り，学習した世界の文化等を実際に体験する中で必要な言語を発話したりする活動である。そ

こでは，図 2をもとに，発達の段階に応じた語葉や表現を取り扱うとともに， 言語の系統性も

考慮した言語活動を盛り込んでし1く。その際，子どもの興味・関心や発達の段階を考慮し，体

験を通した活動を関連させながら行うようにする。

|視点3 道徳教育との関連を重視した学習内容の位置付け

目指す子ども像に迫るために，心情面への理解から道徳教育との関連を考慮する必要がある。

そのために，相手や場面に応じた思いやりのある表現を考えさせたり，相手と協力したりする

学習内容を位置付けることで，自他と協調する態度を養うようにする。

|視点4 各教科等や実生活との関連を重視した学習内容の位置付け

外国語教育の充実を図るために，授業以外でも，各教科等や朝の活動等との関連を図り，外

国語を学ぶことの意義や，コミュニケーションを図ることのよさを感じさせるよ うにする。ま

た，子どもの生活経験の中から学習内容や語葉や表現との結びつきを考えさせたりする。
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13 外国語活動力リキュラムの全体構想 | 

前述した四つの視点をもとに，言語や文化の体験的な理解を重視する外国語活動カリキュラ

ムを以下の図 3のよ うに構想した。

自他と協調する喜びを味わう子どもコミュニケーションを通して，

総
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【図 3 言語や文化の体験的な理解を重視した外国語活動力リキュラム】

学習内容の系統性を重視した単元配列の見直し(視点 1) 

体験的な理解を段階的に深めるために，出会し¥(あいさつ・自己紹介)の場面から学校 ・家

庭生活，地域 ・社会生活の場面と発達の段階や外国語経験年数を考慮した単元配列を行う。

まず，第5・6学年の単元配列を見直す際には，これまでの研究に見られた子どもの姿，

英語ノ ートの内容も踏まえて設定する。次に，第 1，-.，..， 4学年の単元配列においては第 5・

6学年の学習内容の系統性や時期を考慮しつつ，各教科等や行事等との関連も重視する。

さらに，実際に自分で調べたり，自分なりに体験をしたりすることでより深く理解が得ら

れるような単元では，調査 ・体験活動に取り組めるよう， 長期休業を挟んだ配列を行う。

(2) 体験的な理解を重視した言語活動の充実(視点 2)

体験的な理解を重視した言語活動を充実させるためには，図 2の言語の使用場面で扱う

語葉や表現を活用しながら，コミュニケーション能力を発揮させることが重視される。そ

の際，これまでの子どもの姿や新学習指導要領に示された配慮事項を考慮する。また，そ

れぞれの活動の内容を関連付け，発展させてし、く 。具体的には，楽しさ，会話表現への親

しみ，生活への転移 ・発展という配慮事項を基に，取り扱う語葉や表現を設定する。そし

て，設定した語葉や表現を活用し，方略的能力や社会言語的能力等のコミュニケーション

能力を発達の段階ごとに発揮させながら，言語活動を行い， 互いに思いを伝え，分かり合

えるようにする。

つま り， 表3のような発達の段階における配慮事項と コミュニケーション能力を考慮し，
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体験を通した活動と関連させながら言語や文化を理解させる活動を重視してし¥く 。

【表3 発達の段階における配慮事項とコミュ二ケーション能力】

学年 配慮事項(虫学習指導要領 O柿) コミュニケーション能力 体験的な理解を重視した言語活動例

第1学年 O 楽しさ r-ーーー

日
，--ーーー

第2学年
方 三ロ五口 グ

トー 略 をノレ
第3学年 O 会話表現への親しみ 的 発|

トー 能 ツ 話プ7
第4学年 JJ の すで

外国語を初めて学習する。 経 英 際と
※ 一r-ーー句 舌ロ五口 にこ外

や 方
※ 身近で基本的な表現 、/ 方

日各
を し るして 友ろ国

ごに 聞各
体を がな

て 達をの
※ 外国語に慣れ親しむ活動

(、外ス
ス ?) 英台国-*

と知「

日常生活や学校生活にか チヤ ら 協る大
第5学年 動 、J 力Jき

カ3 ノ 文|
かわる活動を中心に友達と 薙

つ 17化先 し」な
等 し

下、、
てれか

のかかわりを大切にしたコミ 狽リ な 活 トンを生 F戸， 劇まぶ
換 1の知の で」

ュニケーションイ舌動
社t.. 等 え

カ2 動
伯りl祭?スq国の をにの

等 ら を 作学話
;=j二1 社 通 用f=- ハ

O 生活への転移 ・発展 ) 発 必ハロ るんを
三口五口 ト メ3主" 

ネぷ土〉、 言吉
し』ー )要ロワ 」 トー よだ聞 』ー

※ 5年の学習を基盤と し， 自句 = 仁コ

ぺ す
て なlィ 英英い

能 雪ロ王口L コz 表71友達とのかかわりを大切に 力 的 = 仁コ る 買
三ロ五口 談

。 し、
号矢話第6学年 する。 目

i13AトEペ
的 ~jIi 、一一ー 物 |表本

※ 国際理解にかかわる交流 自句
力

ムHhE 能
発 |話 卜現の

中目
必 話ェノ 事ン 2を表

力 力 ィ聞
等を含んだコミュニケーシ "-一ー 手

場
要 すをい

の使現
) な

通
活っと

ョン活動 '--ー 面 』ーーー 英 思て違

O 生活への転移 ・発展 、ーーー圃 ...... ーーーーー 実う

(3) 道徳教育との関連を重視した学習内容の位置付け(視点 3)

授業においては，道徳の内容と関連した学習内容を設定したり，相手のことを思いやる

ことの大切さに気付かせるようなスキットを取り入れたりする。また，授業外では外国の

方々との国際交流等を行うことで，相手とのかかわり方や互いの文化の共通点や相違点を

考えさせることによって，相手を尊重したり，相手と協調したりする態度を育成する。

(4) 各教科等や実生活との関連を重視した学習内容の位置付け(視点4)

各教科等や実生活で得た学びを生かして活動を展開する。例えば，国語科との関連では，

第2学年で 「スイミー」を設定し， 日本語と英語を比較させながら，言葉の面白さや豊かさ

に気付かせる。また，総合的な学習の時間の中で，国際理解教育に生かすために，外国には

多様な考え方や価値が存在することを実感できるような場面を設定し，外国語活動との内容

を関連付けて調べたり，発表したりすることで，探究的な活動に結び付けるようにする。さ

らに，言語における関連を重視するために，授業で学んだ表現を実生活の中で活用させる

ようにする。そして，文化における関連を重視するために，文化に対する情報を実際に体

験する機会を設定する。例えば，給食において外国の食文化を考えさせたり，クリスマス

やハロウィーンの時期においてワールドクラブ」等と関連させ，それらを題材とした

内容を位置付けていく 。

以上のように，言語や文化を体験的に理解するカリキュラムを通して， 目指す子どもを

育成するためには，図 3のように，外国語活動とその他の活動が相互補完し合うような外国

語教育の在り方が重要である。また，年間指導計画を柱として三つの観点を発達の段階に沿

って高めていく必要がある。なお，子どもの学びの姿から，活動内容，指導方法等を見直し，

工夫 ・改善を図っていくことが重要である。
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(4 外国語活動力リキュラムの具体化
(1 ) 学習内容の系統性を重視した単元配列の見直し(視点 1) 

視点 1に述べた観点から単元配列の見直しを行う。第6学年の例で示す。
<英語ノートとの関連>

英語ノート2の最初に出
てくる単元である。ノートを
活用しながら，アルファベッ
トの文字に触れることで，言
葉の面白さや豊かさに気付
かぜ7る。

単元名

とっさのひ~とと

外 国に出かけ よ う

外 国のことを調べよう

夏季休業

生活習慣を知ろう

ハロ日ワ日ル ド

英語で劇 を楽 しもう

冬季体業

外国で買い物をしよう

~っきのひと こと

<異学年との関連を考慮>

同じ買い物の場面を扱う単元を 1 <各教科手との関連> <道徳教育との関連>
異学年で行うようにすると，下学年で|l l| 「伝統文化の尊重」等を扱う
学んだ語奨や表現を活用したり，コ 日 卒業する時期に，将来へ11時捌に合わせることで，自国や
ミュニケーション能力を発怖させたり11の夢を抱くことができるよう配11郷￥の伝統や文化についての
できる。また， 教具の準備や設営等 U列した。中学校へのキヤリア11期解を深め，尊重する態度を
の接続がスムーズに行える。 日教育に生かすこともできる。11身に付けさせる。

(2) 体験的な理解を重視した言語活動の充実(視点 2)

各学年では，配慮事項を基に，コミュニケーション能力を発揮させながら言語活動を充実

させていくことが大切である。例えば，第2学年クリスマスの様子を体験させながら行う「メ

ッセージを送ろう」では，導入時にALTが母国のクリスマスの様子を外国語で話す。子ども

はその話を聞くことで， 日本のクリスマスとの共通点や相違点を知り，興味をもつようになる。

次に，話の中にどのような登場人物が出てきたかを尋ねることで，子どもは必要な外国語に気付

く。そして， リズムチャンツやゲーム活動等の体験を通してそれらの言語に慣れ親しんでし1く。

また，慣れ親しんだ、外国語を使って友達や家族へのメッセージを作成することで会話への表現に

慣れ親しんでし、く。さらに，活動後に気付いたことや考えたこと等を発表させる。このようにし

て，各々の活動を絡ませながら言語や文化を体験的に理解させてして。

一方， 言語力の育成を図るために，スキット 2を重視し，コミュニケーション能力を発揮させ

る。スキット 2においては，コミュニケーション能力をより育むためにコミュニケーションギャ

ップを与える。例えば，子どもはALTから今日の気分を話しかけられると，図4のように 「お

なかがすいた。」 と答え，会話を継競しようとする。そして， ALTとの会話が続き，その際，分

臨 f 可 一一一ーへ r 、lからない英語の表現に出会ったときは，

ジェスチャーや知っている英語等を使

って必要な言語を獲得しようとする。

さらに，獲得した言語を用いて，相手

に思いを伝えていくという一連のプロ

セスを取り入れることで，互いの思い

を分かり合い，より深い理解をするこ

とができると考える。

<長期休業の活用>

長期休業を利用して，
いろいろな施設やインター
ネット等で調べる機会が噌
える。実際に海外に出かけ
る子どももしも。「外国に出
かけよう」で学んだことを生
かし，外国の人とコミュニケ
ションを図るようにする。ま
た， I外国について調べよ
う」においては，好きな外国
について休業中に調べて
おくことで，活動への接続
がスムーズになる。

【図4 スキット 2における言語活動のプロセス】
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(3) 道徳教育との関連を重視した学習内容の位置付け(視点 3)

外国語活動の各単元の目標 ・内容と，道徳の内容を比較し， 学習のどの場面で道徳との

関連を生かすことができるかについて考え，表 5のように設定した。

【表5・外国語活動と道徳教育との関連】
外国語活動 (単元名，教材費，目標，学習の場面 道徳 (内容)

『料理を作ろう~ (17ンチ・メニューを作ろうJ(英J)) 1 [世界の人々 となかよく]

目|・ 日!と 国到\2違t土却L三宜主j乙ζ闘士ゑ理解封~~ゑようにする。 | 社周辺ムえま本先主本見ζ志M、
標|・料理をする場面におして 且士院Pよほえた表現を使ったり，分からない表現をジ|ゑ主主， 日本人としての自覚をもっ
ェスチャーや絵等を用いて尋ねたりしてコミュニケ」ションを継続しようとする。 |て世界の人 と々の親善に努める

スキットどんな場面泊、見る中で，料理に関する英語の表現や文化について理解しょうどする。 1 [日本のたから]

場|プラクティス :ALTの発話を聞くことで，日本と外国の表現の共通点や相違点に理解しょうどする。|扱主£悲だ国忽島義キよ弘主お主
面|スキット2:相手tのかかわることの大切さについて考えようとする。 Iにし， 先人の努力を知り，扱本£恩
リフレクション :友達や教師の話相くことを通して3言語や文化についての理解を深めようとする。 |ゑ柔i:k与をもっ。

さらに，表5を踏まえ，単元の系統性や道徳教育との関連を考慮し， 表 6のように学習

内容を設定した。 [表6 単元の系統性や道徳教育との関連を考慮した学習内容の設定例】

学年 | 第 1学年 |第2学年 |第3学年 |第4学年 |第 5学年 |第 6学年
配慮事頃 | 楽しさ | 会話表現への親しみ | 生活への転移 ・発展

単元名 英語ち遊ぼう 英語で遊ぼうJ I I燕吾でゲームを楽しもうj
.(英語ノート1r自己紹介をしようJ)

主な語葉'Whatday is it?口Zゴよ¥Whattime is it?同志諒'>W~~Y~J~~凶onenumber? 
や表現 |It's Monday LE主主雰ム>It's7州 ock. 国宝諺J>IVs099・oo6:o'oe5e5
コミュニケーション|絵や具体物 ジェスチャーを"相手に分かりやすく自分の意志を伝え|自己紹介に必要な表現を状況を見
能力の発揮 |用いて発話している。 ，るように考えて発話している。 ，て自分たちなりに表現している。

音の共通点.キ相目違点 |卜.相手意"藍ι一 一一 ， ' 意味伽の広ω1がlり引(伊例帥l卜0“M陥ay川1he児eloyoU~ " r川しい、ら
こ辻とυばば恥1への崎気付肘き |ド川(柵例:rほ伽オ打レWンジ山jと“0叫ran叫a加叫n時ge"の"つ) Iド川(柵例 “Wash~困 face :仰ωe正 “百W恒ω困白cω比e.川;

.多様性 l 一一 ト____1卜，~Cばばの叫広が州り(倒例 ， 1寸サン川I ど云えば1us凶'
(例:r犬J"dog"に対するイメージ)I 関連・発展 J 二〉十fw等思いつく。) 」

活動内容 防;支1 百
官
官
官時

天気や曜日等の表現にZニ土|身近なものの表現にと主ふ上ユ01続にじ肱強位以以よ挺之さ
筆を通じて慣れ親 しむ。 I 等を通して慣れ親しむ。 ， 蕊民脱説2ê己 I~劇通[仏---

道徳教育との関| 友達と仲よくし， 助| 友達と互いに理解し， 信頼|畑の人牧化を大切にするL抗ち，日本人とし
連(内容項目)，け合う。(2一 (3))し， 助け合う。 (2一 (3)) ての自覚をもって也知コ人と欄窃める。 (4何))

授業 後の|カレンダーで財日にちゃょう日のえいご|たく自んの数字の言い方が分かったり 3友達t協力|世界の数字の取材知ったり?友達tいろいろ
感想、 |をtもだちとはなせてたのしかったです。 Iし刊行卜をつくったりして楽しかったです。 Iな表現であいさつができて考坊が広がりました。
(4) 各教科等や実生活との関連を重視した学習内容の位置付け(視点 4)

新しい学校づくりに伴い，外国語活動の授業との関連がより 一層図られるようになった。

中でも，朝の活動「ワールドタイム」は， 全校児童が一体となり，外国語を通じて，多様

な活動に取組ながらかかわりを楽しむこと のできる時間である。外国語活動の学習内容と

関連させて活動させると，体験的な理解がより深く得られると考える。

[表フ 朝の活動と外国語活動との関連]

全学年:Iワーノレドタイム」 くプ商豆一〉 第6学年:["外国のことを調べようJ

ねらい:撲場腕院と辺えと胡lなれ1甥矧民説羽毛(1ねらい 技場腕民と三三と胡lながら，外国の有名なものを調べ日
同I~ J 外国の特徴を表す英語に慣れ親しむこ tができるようける。 I 本のものはべながらJil1il1!)j!)jll剖t<.こtができるよ比する。
ーーーーー [活動内容 Ill:hnktf弓函I[活動内容]

教師~\用意した世界のOOI~関する問題を技臓は I IfRe>cl '5塁Zl は規払説法県以鴻ふ クイ
必l見解き;世界の様子について刷。 I圃・・圃晒副司 ズを作り英語の表現を住って問題を出す。園田

F
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E 研究の実際
|1 実践の立場 l 
ここでは，コミュニケーションを通して，自他と協調する喜びを味わう子どもの姿を目

指すために，コミュニケーション能力の素地を養う 三つの観点と本校におけるコミュニケ

ーション能力を重視して授業を実践してし1く。そして，授業で見られた子どもの姿からカ

リキュラム創造の視点を基に，カリキュラムの有効性を検証してし¥く 。

(1) 実践における評価の内容

① 自他との表現の仕方や考え方等の違いを理解し，自分の思いや考えを広げようと

する姿が見られたか。 【言語や文化についての体験的な理解】

② 相手や場面に応じた表現を用いながら，積極的にコミニケーションを図ろうとす

る姿が見られたか。 【コミュニケーションへの積極性】

③ 様々な場面における外国語の音声や基本的な表現に慣れ親しもうとする姿が見ら

れたか。 【外国語の音声や基本的な表現への慣れ親しみ】

④ ALTや友だちの意見を大切にしながら，コミュニケーションを何とか継続させ
ようとする姿が見られたか。 【コミュニケーション能力】

(11-F1R秀方淳一一一一一-一__ _1_ 
o教師による観察(発表 ・行動等) 0自己評価カ}ド Oデジタ/レ・ポートフォリオ(視聴覚機器の活用) 0相互評価 : 

(2 第 5学年 外国語活動 年間指導計画

月 4 8 9 10 11 12 2 
「よー圃園戸ーー 戸』 一を英 う町 ④料 出レ 電 電 をハ ひと 作時

楽語 ④に 理 かス
話 話

しロ とっ ⑤ロ ろ間夏 で 秋 で ~ 春
しで 出 を けト 友 友 よウ

こさ
季 う害11 季

単元名
季 達 季 達

7イ
との

ワ @をもゲ カ= 作 休 よラ と 休 と ② 休 休
It ろ 業 うン 業

話 ④| 
業 業

@ム @に
そ そ ン /レ

よ フ ? フ

』圃ーー 一ーーー一回F ..... 

いろいろな国 道案内をす レストランで料理を注 電話のやり ハロウィー 同音異義語 国名や国旗の
のあいさつや るときの表 料理を作るときの表現 文するとき等の表現の

とりの仕方 ンをする際 や相手や場 特徴を表す英 教科等を表す英語の豊か

体験的な理
表現の豊かさ 現の仕方に の仕方について考えさ

仕方について考えさせ
の表現につ の表現につ 面に応じた 語の豊かさや さや面白さ等に気付かせ

や面白さ等lこついて考え せる。 いて考えさ いて考えさ 言語に気付 面白さ等に気 る。
解を重視し 気付かせる。させる。 る。 せる。 せる。 かせる。 付かせる。
た言語活動
の充実

I fj-A，リ山ンツ，川内卜引歌，ご、っこ遊lf，クリM やハロウィン等年開して行う。

道徳教育と
異文化理解 異文化理 思いやり 3 異文化理

の関連
異文化理解 異文化理解3 協力，助け合い 思いやり， 解，愛国 親切 解，愛国 異文化理解

親切 心，郷土愛 心，郷土愛

国語 社会 社会 国語
Iどうぞよ 家庭 「わたしも料理名人」 国認ロロ

rs;本と関係 「日本と関係 「和語・漢語・外来語j
ろしくj 「敬語l

の深い国々 j の深い国々 j

各教科等 ・ 朝の活動 朝の活動

との関連
算数。数領 Iワーlレドタ Iワーノレドタ
域 イムJ イムl

音楽では3 リズムや歌活動，図工では作品づくり等，年聞を通して関連させる。

I世界のこん
にちはを知ろ r，、ろいろな

英語ノート フl 「道案内 「できること 「カレンダー
Iジェス
衣装を知ろ

との関連
「自己紹介を
をしようJ

「ランチ・メニューを作ろうJ 「外来語を知ろうJを総介しょ を作ろうJ チャーをしよ うJr外来語 「時間割を作ろうjしようJr数 コl フj
で遊ぼうl を知ろうJ

円
乙
ph
u
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(3 第 5学年「時間割を作ろう Jにおける実践

(1) 本単元における「コミュニケーションを通して，自他と協調する喜びを味わう子ども」の姿

【発達の特性】 【単元の価値】

言葉の豊かさや面白さに気付いたり，自他 自分たちなりの時間割を作る場面において，

とのかかわり(相手の立場に立つ。協力する 新たに取り扱う教科等を示す表現の豊かさや面

等)の大切さについて考えたりして，活動や 白さについて気付いたり，英語を使うことの楽

自分のよさを認め，喜びを味わおうとする。 しさや思いを伝えることができる喜びを味わっ

たりするようになる。

【コミュニケーションを通して，自他と協調する喜びを味わう子どもの姿】

O 言葉の豊かさや面白さに気付いたり，ものの見方や考え方が広げたりしようとする子ども

O それぞれの活動や場面の中で，自他と協調することを楽しもうとしている子ども

O 教科等や曜日を表す英語のリズムや表現に慣れ親しもうとしている子ども

O 教科等を表す英語が分からないときに3ジェスチャーや知っている英語を使う等してALTや友達に号ね，コミュニケーションを継続しようとする子ども

(2) 単元の目標

O 外国の小学生が学ぶ教科等や時間割りについて知ることができるようにする。 [言語や文化の体験的な理解]

O 教科等や曜日を表す英語の表現を使って3ゲーム活動等を積極的に楽しむことができるようlこする。 [コミュニケーションへの積極性]

O 教科等や曜日を表す英語や教科等を執る英語の表現に慣れ親しむことができるようlこする。 [外国語の音声や基本的な表現への慣れ親しみ]

O 教科純計婦が分からないけに7ジェスチヤ}柑っている英語械沖してコミュニケーションを継続するこtができるようにする。 [コミュニケーション能力]

(3) 設定した学習内容

----------
寸~こa 習 内 容

コミ ュニケー 。いつ 自分たちなりの時間割を作Mき(教科等によって1表現ni違ってくるこtを考え自せる。) 由どこで:教室の中で Oだれtグループのメンバー

ション場面 自どんなこ t を。教科等をます表現(相手I~分かりゃすい表現を考えきせる。)

コミュニケーションの働き -質問する -説明する。 -応答する。 -お礼を言う。

言語活動 -歌 -リズムチャンツ -フ。ラクティス -ゲーム活動 -時間割作り

コミュニケー 0方略的能力 :ジェスチャー，知っている英語等を使って尋ねようとする。

ション能力 0社会言語的能力:場面や相手，状況に応じて適切な表現を使おうとする。

①A : What subject is it ? ②A : What day is it ? 

語葉や表現 J : It's Math， Science ~. J : I'ts Sunday， Monday ~. 

③A : What do you study ワ④ English， P.E.， Japanease， Art ・・・

J : 1 study Math. Tuesday， Wednesday， Thursday ... 

(4) 指導方法の具体例
① 板書や提示の仕方の工夫 ② 教師の発問の工夫

これまでのスキット
1と違うところや気付
いたこと等はないか。
言語や文化について
日本と外国の場合と共
通点や相違点はあったか。
友達の発表で気付い
たことや考えたこと，
思ったこと等はないか。

内
ぺ

U

庁

D

③ 活動の工夫

英語やジェスチャ一等
を用いて相手に伝える喜
びを味わわせるために，
ALTが伝えた表現を反
対側に並んでいる友達に
推測させるエスパーゲー
ムを取り入れる。
言語や文化を理解させ
るために，英語ノートを
使った時間割作りをさせる。
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「時間割を作ろうJ指導計画(全4時間)

三三p(主な語葉や表現 )至三二二子どもの思い・っ京やき等主な学習活動

(5) 

過程

[Skit 1] 
J: Please teach me. 
What subject is it tomorrow ? 
A It's Math， Science and 
J: Thank you. 
A: Y ou're welcome. 
J: See you tomorrow~ 

1 時間割の準備
をするスキット

を見る。

2 本時の学習場面や
必要な外国語につい

て話し合う。

、、--
What day is itつ
It's Thursday. 
It's Wednesday. 

，-'，宿~T~)/~/~/~/~/~/~/~/~'~/~、

i① 教科等を表す絵カードを 3枚選ぶ。 ，

i② ALTが言つたキ一ワ一 ドのグ/ルレ一ブはよ
i 席を移動する。(例 : ζ官百百両判En陶刷n昭岬l喝削g副lばi
英語のグ/ルレ一フoが移動する。

!③ “川Su仰 ωB出叫ket!ザ1" とゲ一ムマス夕一が!

t 言つたら全員移動する。座れなかつた人lはまh
iE4二t，"7三豆半LJL7aZJ-DLと乙:斗 [写真1ゲームに取り組む子どもたち]

5 サブジェクト
バスケットゲー

ムを1Tう。

「天文学」の英語を知りたし、か

ら，星の絵を描いたり，star等の
知っている英語を使ったりしてス

ネラー先生に尋ねたよ。

-テーマを決
め，一人 1日
分を作成する
こと。
-自分の作っ
てみたい教科
等を考えもよ
いが，友達に
納得させられ
るものである
こと。

6 分からない英
語を尋ねるスキ

ット 2を見る。

“Japanea白"等
の知っている英語
を使ってみてはつ

恥τf
7 グノレープで独

自の時間割を作

る。

[子どもの発表例]
C: On Monday， 1 study P.E.and music. 
音楽の後に体育を入れたのは，音楽で学んだ
蜘を生かして，ダンスをしたし、からです。

8 作った時間割

を発表する。

友達に自分の思いが伝わってう
れしかったで、す。

4A 
広
U

9 感想発表をし，
本時の振り返り

をする。



ム鵠ヰ孟ぶムゑ議よ人J~
スキットを見て， 明日 の時間割を尋ね，
授業の準備をする場面であることに気付
き，学習内容を把握しようとしている。
杭《問~出《戸~柄伺~柄伊

英語ノートに記載され
ている教科書の絵や文字
等から， 日本と外国の教
科等のとらえ方等に相違
点や共通点があることに
気付き，友達に伝えよう
としている。

「気付いたこと
や思ったことは
ありません
か。」

ゲーム活動を通して，教科等を表す英語
に慣れ親しみながら，友達と楽しくコミュ
ニケーションを図ろうとしている。
タ》執~司《タ》納向柄拘》ザ納戸ザ、《州、《向、同時

スキット 2を見て，分からない英語が
あったときに， ALTにどのように尋ねれ
ば思いが伝わるか考えようとしている。
-絵やジェスチャーを使う。
-知っている英語を使う。等
戸》、《チ》培司戸ザ、《タ》司《チ~司《ヂ》司《チザ》、《チ》

ALTや JTE，友達に自分なりの方法
で必要な英語を尋ねながら，コミュニケー
ションを継続させ，オリジナノレの時間割づ
くりを楽しもうとしている。

時間割をつくる中
で外国語の音声やリ
ズム等に慣れ親しん
だり，言葉の面白さ
や豊かさに気付いた
りしている。
》、タ》、タ》司タ》司夕、《

外一11

教師の働きかけ ・発問

時間割を友達に尋ねる場面であることに気付か
せるために，教科書の写真を提示したり，時間割
を尋ねるスキットを見せたりして臨場感を出す。

言葉の面白さや豊かさに気付かせるためにスキッ

ト1で気付いたこと等はなし、か問し、かけるようにする。

・・1;r 
内容の系統性を意識させるために，

“Math"“Music"等は第3学年の外国

の学校生活を学ぶ単元で学習したこと

を比較させながら想起させる。

外国の学校における教科等に気付かせるために，
ALTの国の教科等名やその内容を紹介する。

教科等を表す英語に慣れ親しませるために，
体を動かして発話する 「サブジェクトバスケ
ットゲーム」を取り入れる。

「分からない英
語があったら，
どのようにスネ
ラー先生に尋ね
ますか。J

分からない英語があった場

合，ALTにどのような方法で尋
ねれば，英語を教えてもらえる
か考えさせるスキットを取り入れ

る。

ALTだけでなく， JTEや友達
にも尋ねながら，コミュニケーシ
ョンを継続させ，協力して問題を
解決させる。

グループで発見した外国と日本
の言語や文化についての共通点や
相違点については，全体の場で発
表させることによって考えや思い
を広げさせるようにする。

| 【写真5 言葉の面白さや豊かさに気付く子どもたち】

オリジナノレの時間
害IJをイ乍る中でALT
や JTE，友達の意
見を大切にして，修
正 ・改善しようとし
ている。

「道徳」って“moral"という英語を使うんだね。
釣りは“1study~."でなく“1 go~."と表現するんだ、ね。

時間割作りをする中で達成感を味わわせるために，互いにょい
ところや改善すべきところを話し合いながら作り上げさせる。

分の思いを相手に表現することの喜
びを味わったり，英語を使えた達成感を味
わったりしている。

自他の成長に気付かせるために，言えるよ
うになった英語や楽しくできた活動をもとに
称賛する。

155 
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(4 実践の結果と考察
本実践では，コミュニケーション能力の素地を養う三つの観点において以下のような子
どもの姿が見られた。

【表8 実践に見る「コミュニケーションを通して，自他と協調する喜びを味わう子どもの姿J】

目 標 コミュニケーションを通して， 自他と協調する喜びを味わう子どもの姿

言語や文化の体 教科等を表す外国語には，様々な表現があることや， 日本語と同じようにl略語が

験的な理解 あることを知り，言葉の面白さや豊かさに気付くことができた。

外国には日本の教科等以外にも様々な教科等があることに気付くことができた。

積極的にコミュニ 友達と協力して相手の思いを大切にした時間割を作ったり，分からない英語を自

ケーションを図ろ 分なりの方法でALTに積極的に尋ねたりする中で，相手とかかわるよさや英語を

うとする態度 用いて自分の思いを伝える喜びを味わっていた。

外国語の音声や リズムチャンツやゲーム活動を通して，教科等や曜日を表す外国語の音声や表現

基本的な表現へ に慣れ親しむようになった。(例:“羽市atdo you study ?"“1 study Math." 

の慣れ親しみ 外来語のもとである英語を実際に発話してみることにより，外来語との違いを実

感することができた。(例:IモラノレJ→“moral'¥ 「スポーツj→
ζ6 

sport") 

このような子どもの姿から，カリキュラム創造の四つの視点を基に，本カリキュラムの
有効性を考察した。まず，系統性を考慮した学習内容の設定」及び「体験的な理解を重
視した言語活動」では，第 3学年 'T0 mの学校」において，扱う語葉や表現が日本の学
校で学ぶ教科等であったのに対し，第 5学年「時間割を作ろうJでは，世界における学校
の教科等の語葉や表現に発展する。これは， 日本以外の国の時間割を知り，教科等につい
て共通点や相違点に気付くことで，子どもの興味が世界に広がることにつながったと考え
る。そして， ALTや JTE，友達に気付いたことや考えたことを学んだ英語や日本語で
伝え合うことで喜びを実感し，より体験的な理解を重視した言語活動が行えたと考える。
また，道徳教育との関連j として，相手の思いを大切にしながら活動ができ，有効で
あった。内容面の関連性が今後も重視されると考える。
さらに，各教科等や実生活との関連を重視する内容の位置付けに関しては，音楽科や図
画工作科等において， 日本や外国の言語や文化についての理解という点で共通性があり相
互に有効であると考える。

N 研究の成果と課題

!1 研究の成果
O 新学習指導要領に対応し，学校教育目標を具現化していくために， 言語や文化の体験
的な理解を重視したカリキュラムの考え方を明らかにすることができた。
O 目指す子ども像やカリキュラム創造の考え方を明らかにし，年間指導計画を中心とし
たカリキュラムを創造することができた。
O カリキュラムの全体像を構想することで，外国語教育や-単位授業のねらいを系統的
に捉えて，言語や文化を体験的に理解させるうえで必要なことを明確にした指導を考え
ることができた。
O 言葉の面白さに気付いたり ，文化の共通点や相違点を見つけたりすることで，自分の
思いや考えを伝え合い，そこに喜びを見出す子どもが増えてきた。

12 研究の課題
O 指導と評価の一体化を図り，今回作成したカリキュラムを実証し，評価の在り方を検
討し，カリキュラムを改善していく必要がある。
O 今回設定したカリキュラム創造の視点をより具体化するための学習指導の在り方を明
らかに し， 一単位時間の授業を充実させてし1く。

[参考文献}
O 文部科学省「小学校学習指導要領解説外国語編」
O 文部科学省「小学校外国語活動研修ガイ ドブック」
O 兼重昇・直山木締子編著「小学校新学習指導要領の展開(外国語活動編)J 
O 鰍嗣・剛鰐「小学校教育課程講座 外国語活動」
O 大津由紀雄著「ことばの力を育む」
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